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稼働率100%まで、あと10%！
しかし、ほとんどがダンマリ停止のため
異常要因を見つけるのは困難。
効率的に見つける方法とは？

生産技術担当者さま

①異常値が発生した時点の動作チャート・操作履歴を表示器のサンプリングデータから、簡単にアクセス可能
②計測対象のアドレス設定も画面操作で簡単に変更。異常要因を早期に特定！
しかも、オンライン中にアドレス設定が可能なため、装置を停止せずに設定変更できる

問題①ダンマリ停止を監視するために、装置の前に人を常駐させるだけの余裕がない
問題②データロガーは高額＆自社システムにあうかどうか不安だし、データの登録も作業者レベルで簡単にできない

現場レベルで異常要因の特定ができるので、フレキシブルな対応が可能！

表示器に異常解析機能を標準搭載！
操作の延長上で、ダンマリ停止の顕在化ができる

ダンマリ停止の顕在化が必要。しかし、多くの問題が・・・

エラー発生時点の状態を監視
↓ アドレスを簡単に変更！

どうやって設定を変更するの？

人による常時監視 データロガーを使用したデータ収集
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異常解析機能で、すばやく異常要因を特定！
アラームが発生した時の状態を、動作チャート・サンプリング表示・操作履歴からピンポイントで確認できるので、
異常要因の早期判明に貢献！

装置稼動中でも、収集アドレスは自由に変更可能！
何の値が問題なのかがはっきりせず、探りながら要因究明する場合でも、
あらかじめサンプリングアドレス設定画面を組み込めば、画面上で収集対象アドレスを変更可能！

アドレスを任意に設定 設定したアドレスを収集

異常解析機能が使えるハードウェアをご紹介！* GP4000シリーズエントリーモデルではご使用いただけません

サンプリング操作履歴動作チャート

異常要因判明
↓

アラームの発報時を基点に
各情報を見れば、異常要因を
ピンポイントで確認できる。
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